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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公開番号】特開2020-12910(P2020-12910A)
【公開日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2018-133622(P2018-133622)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/167    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   15/167    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   15/04     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   15/12     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月1日(2021.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－６８０９５号公報
【特許文献２】特開２０１６－９９３９６号公報
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【図１】マスターレンズＭ１の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２】マスターレンズＭ１の広角端（ａ）、ズーム中間（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠
合焦時の収差図である。
【図３】マスターレンズＭ２の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図４】マスターレンズＭ２の広角端（ａ）、ズーム中間（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠
合焦時の収差図である。
【図５】マスターレンズＭ３の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図６】マスターレンズＭ３の広角端（ａ）、ズーム中間（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠
合焦時の収差図ある。
【図７】マスターレンズＭ４の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図８】マスターレンズＭ４の広角端（ａ）、ズーム中間（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠
合焦時の収差図である。
【図９】数値実施例１のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ１を挿入した時
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の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図１０】数値実施例１のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ１を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離１４５．４４ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図１１】数値実施例２のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ２を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図１２】数値実施例２のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ２を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離１８１．８０ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図１３】数値実施例３のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ３を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図１４】数値実施例３のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ３を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離１３０．８９ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図１５】数値実施例４のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ４を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図１６】数値実施例４のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ４を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離１４５．４０ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図１７】数値実施例５のマスターレンズＭ２にエクステンダレンズ群ＩＥ５を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図１８】数値実施例５のマスターレンズＭ２にエクステンダレンズ群ＩＥ５を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離７２６．３０ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図１９】数値実施例６のマスターレンズＭ２にエクステンダレンズ群ＩＥ６を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２０】数値実施例６のマスターレンズＭ２にエクステンダレンズ群ＩＥ６を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離６７７．８８ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図２１】数値実施例７のマスターレンズＭ３にエクステンダレンズ群ＩＥ７を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２２】数値実施例７のマスターレンズＭ３にエクステンダレンズ群ＩＥ７を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離６８２．１０ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図２３】数値実施例８のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ８を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２４】数値実施例８のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ８を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離１５９．９６ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図２５】数値実施例９のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ９を挿入した
時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２６】数値実施例９のマスターレンズＭ１にエクステンダレンズ群ＩＥ９を挿入した
時の広角端（ａ）、焦点距離６８２．２７ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の収
差図である。
【図２７】数値実施例１０のマスターレンズＭ４にエクステンダレンズ群ＩＥ１０を挿入
した時の広角端、無限遠合焦時のレンズ断面図である。
【図２８】数値実施例１０のマスターレンズＭ４にエクステンダレンズ群ＩＥ１０を挿入
した時の広角端（ａ）、焦点距離６６．６３ｍｍ（ｂ）、望遠端（ｃ）で無限遠合焦時の
収差図である。
【図２９】本発明の撮像装置の要部概略図である。
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【図３０】θｇＦ－νｄ図である。
【図３１】本発明のエクステンダレンズ群の模式図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図１２は、無限遠合焦時の（ａ）広角端、（ｂ）焦点距離１８１．８０ｍｍ、（ｃ）望
遠端における縦収差図を示す。実施例２はエクステンダ倍率２．５倍のエクステンダレン
ズ群を備えるズームレンズである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　はじめに数値実施例５に対応するマスターレンズＭ２について説明する。図３は、マス
ターレンズＭ２の広角端、無限遠合焦状態におけるレンズ断面図である。Ｌ１はズーミン
グのためには移動しない正の屈折力の第１レンズ群である。第１レンズ群Ｌ１の一部のレ
ンズ群が無限遠物体から近距離物体にフォーカシングする際に移動する。Ｌ２は広角端（
短焦点距離端）から望遠端（長焦点距離端）へのズーミングに際して像側へ移動する変倍
用の負の屈折力の第２レンズ群である。Ｌ３は広角端から望遠端へのズーミングに際して
光軸上を移動する変倍用の負の屈折力の第３レンズ群である。Ｌ４は、ズーミングに際し
て不動の開口絞りＳＰを含み、ズーミングに際して不動の正の第４レンズ群である。ＲＬ
は、ズーミングに際して不動であり、結像作用を有するリレーレンズ群である。Ｉは像面
であり、固体撮像素子（光電変換素子）の撮像面に相当している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　はじめに数値実施例７に対応するマスターレンズＭ３について説明する。図５は、マス
ターレンズＭ３の広角端、無限遠合焦状態におけるレンズ断面図である。Ｌ１はズーミン
グのためには移動しない正の屈折力の第１レンズ群である。第１レンズ群Ｌ１の一部のレ
ンズ群が無限遠物体から近距離物体にフォーカシングする際に移動する。Ｌ２は広角端（
短焦点距離端）から望遠端（長焦点距離端）へのズーミングに際して像側へ移動する変倍
用の負の屈折力の第２レンズ群である。Ｌ３は広角端から望遠端へのズーミングに際して
物体側へ移動する変倍用の正の屈折力の第３レンズ群である。Ｌ４は、ズーミングに際し
て不動の開口絞りＳＰを含み、ズーミングに際して不動の正の第４レンズ群である。１ｘ
Ｕは、ズーミングに際して不動で、エクステンダレンズ群を挿入する際には光路上から退
避する１ｘレンズ群である。ＲＬは、ズーミングに際して不動であり、結像作用を有する
リレーレンズ群である。Ｐはプリズムなどの光学素子、Ｉは像面であり、固体撮像素子（
光電変換素子）の撮像面に相当している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００８０】
　１１９～１２１は、レンズ群、変倍部ＬＺの光軸上の位置、開口絞りＳＰの絞り径等の
検出のためのエンコーダやポテンショメータ、あるいはフォトセンサなどの検出器である
。カメラ１２４において、１０９はカメラ１２４内の光学フィルタや色分解光学系に相当
するガラスブロックである。１１０はズームレンズ１０１の像面の位置に配置されズーム
レンズ１０１によって形成された被写体像を受光するＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサなど
の固体撮像素子（光電変換素子）である。また、１１１、１２２はカメラ１２４及びズー
ムレンズ１０１の各種駆動を制御するＣＰＵである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３０】
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